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2─    ─
八戸学院大学紀要　第 49号
よる “COMPACT CITY  A Plan for a Liveable 
Urban Environment”が刊行されてからと言え

































 4） George B. Dantzigの線形計画法をはじめとした
生涯の研究については，R. Cottle et al.（2007）
に詳しい。



























2-1に見るような， ① 核（Core）， ② 核の縁
（core edge）， ③ 内部居住区域 （inner residen-
tial area）， ④ ミッド・プラザ（mid-plaza），





 6） ここで本文中に挙げられているのは，Le Cor-
busier, J. Jacobs, Soleriについてである。
 7） Dantzig et al.（1973） p. 29.
 8） Dantzig et al.（1973） p. 32.なおここでシンドロー
ム（syndrome）と言っているのは，Dantzigら
が人々の 1日の生活リズムを “Cicadian” Rhythm
（蝉のリズム，p. 29）で表したことに由来する。














また，放射線状に均等の間隔（幅 1,730 ft : 
約 527 m）に Radial 0～32として配置し，都市
境界の最大値を中心から半径 8,840 ft（約
2,694 m）と設計している9）。また，図 2-2で表










（約 1,347 m）と，本文で引用した Dantzig et 
al.（1973） p. 43の図 3-6に描かれている半径の






なるとしている。なお，Dantzig et al.（1973） p. 37
の図の説明において Base areaを基底面積とし
たのは，山本（2006）を参照したことによる。
図 2-1　Dantzig & Saaty（1973）におけるコンパクトシティ内部の配置図
出所 : Dantzig et al.（1973）p. 43. Fig. 3-6より引用。








































10） Dantzig et al.（1973） p. 56.
図 2-2　Dantzig & Saaty（1973）におけるコンパクトシティの概念図
出所 : Dantzig et al. （1973）p. 37. Fig. 3-1より引用






































12） Dantzig et al.（1973） p. 44.
13） Dantzig et al.（1973） pp. 61-63.
図 2-3　Dantzig & Saaty （1973）におけるマストランジットカー（TRAM）の概念図
　　　　　　　　　　　 出所 : Dantzig et al. （1973）p. 61. Fig. 4-10より引用


































14） Dantzig et al.（1973） p. 63. Fig. 4-12に 12分かか
ることが説明されているが，例えば 16階













































































16） 玉川編（2008） p. 8.













































は Jenks et al.（1996）に詳しい。
21） ここでの記述は海道（2001）第 2章～第 3章に
よるところが大きい。







































23） 海道（2001） p. 57.
24） ここでの展開は，海道（2001）第 4章によるも
のである。


































26） 海道（2001） p. 117.















































32） 海道（2001） p. 131.
図 3-1　オランダにおける ABC政策
　　　　　　　　　　　  出所 : 海道（2001） p. 132. 図 4・8を基に作成















































































35） 鈴木（2007） p. 51.

















































































































































［ 1 ］　G.B. Dantzig, T.L. Saaty（1973）　“COM-
PACT CITY  A Plan for a Liveable Urban Envi-













13─    ─
田村正文 : コンパクトシティにおける交通機能の考察
［ 6 ］　M. Jenks, E. Burton, K. Williams （1996）　
“The Compact City ─ A Sustainable Urban Form





［ 9 ］　R. Cottle, E. Johnson, R. Wets （2007） ‘George 
B. Dantzig （1914-2005）’ , “Notices of the AMS”, 
Vol. 54（3）, pp. 344-362.
［10］　T.L. Saaty （1990）　‘How to make a deci-
sion :  The Analytic Hierarchy Process’, “Euro-
pean Journal of Operational Research”, No. 48, 
pp. 9-26.
［11］　岡並木（1981）　『都市と交通』，岩波書店
（岩波新書）．
［資料］
森雅志（2012）　「コンパクトシティ戦略による
富山市型都市経営の構築」，City Summit 2012.
 （http://creative-city.jp/doc/CitySummit2012_
toyama.pdf）
粟島康夫（2009）　「富山市はなぜコンパクトシ
ティを目指したのか─公共交通を軸としたコ
ンパクトなまちづくり─」，第 3回コンパクト
シティ推進研究会資料 2009.9.30.
　（http://www.thr.mlit.go.jp/compact-city/contents/
suishinkenkyuukai/3/s1.pdf）
産経ニュース．
 （http://sankei.jp.msn.com/affairs/news/140413/
dst14041313000020-n1.htm）
